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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館(弁天 2-1-5),港区民センター(弁天 2-1-5),弁天町市民学習センター(弁

天 1-2-2-200),各銭湯(朝日湯除く),港区在宅サービスセンターひまわり(弁天

2-15-1),築港地域在宅サービスステーション(築港 2-4-16),港スポーツセンター

(田中 3-1-126),ほのぼの休憩所(八幡屋商店街内),石炭倉庫(波除 6-5-18),シネ･

ヌーヴォ(西区九条 1-20-24),韋駄天尊(繁栄商店街内),珈琲館隠岐(磯路 3-25-6) 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★障害があっても逞しく生きる姿に心洗われ

ました。全身の筋肉が委縮していく難病を抱

えながら中学生と交流を重ねた少女(1 頁)。

不自由な肢体を訓練して成長する幼児たち(6

頁)。そして小規模作業所が連携して催したイ

ベントの明るさ(16頁)。些細な事でうろたえ

がちな健常者を叱咤するがごとき空気をこれ

らの記事から感じとって頂ければ幸いです。 

★「♪そして一つが終わり、そして一つが生

まれ―」（前川清『そして、神戸』）。公営の赤

バスが消えて民営の青バスへ(11頁)、苦節 22

年の争議を終えて労働者医療の再建へ(14

頁)。有為転変は世の摂理ですが、その中から、

より地域や庶民のプラスになる続篇を記事に

できる日が来ることが期待されます。 

★有為転変といえば、一匹狼画家･岸本安司さ

んが他界され、追悼記事を載せています(32

頁)。他にも本紙関連の方が何人か幽明界を異

にされましたが、岸本さんと同様、その前向

きな生き様は区民の心に生き続けています。 

★昨年 7月からインターネット発信に切り替

えましたが、｢紙で読みたい｣人のために区内

各所(上に一覧)に設置している冊子版を自宅

へ持ち帰る人がいたはるようです。読んでく

れはるのは嬉しいんですが、｢閲覧｣のハンコ

押してますんで、ちょっと考えて下さいね。 
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